
獨協大学地域活性化プロジェクト米山チームPart 2
福永侑眞 門井渉 岡田遥高 谷口佳太 坂口諒 亀井ハンナ

令和3年度 福島県
「大学生の力を活用した集落復興支援事業」

小野町谷津作行政区
活動報告



1．活動内容

2．活動報告

2-1．活動報告1

2-2．活動報告2

2-3．活動報告3

3．今後の関わり方

目次



活動内容1.

今年度は新型コロナウイルスの影響もあり現地調査などの直接的な
活動や交流ができなかった。

オンラインで現地と交流や活動を

定期的なオンラインミーティング

「TERAKOYAプロジェクト」への参加

学内イベントで地域振興応援物産展の開催

今年度の主な活動内容



活動報告2-1.

日付 議論内容 参加者

5/16 オンライン 事業申請と今後の活動について 学生3名、卒業生1名、現地の方3名(計7名)

5/29 オンライン 申請内容の確認
学生3名、米山先生、卒業生1名、現地の方3
名 (計8名)

6/19 オンライン

「TERAKOYAプロジェクト」の紹介、学生と現地の
方々で日常的にコミュニケーションをとることのできる
ツール「Chatwork」の活用について、学内イベント
における小野町紹介資料作成について

学生3名、卒業生1名、現地の方々3名(計7
名)

8/21 オンライン
小野町における地域活性化の方針、アイデアを考
える

学生4名、現地の方2名(計6名)

9/12 オンライン 新旧学生メンバーの顔合わせ 学生７名、卒業生１名(計８名)

9/25 オンライン 新メンバーと現地の方々との顔合わせ
学生３名、卒業生２名、現地の方２名(計6
名)

10/9 オンライン
谷津作地区の秋祭り・谷津作八雲神社祭礼に
zoomをつないで参加

学生4名、現地の方２名(計６名)

11/28 オンライン
Earth Week Dokkyoにて福島県事業の物産
展に出す商品決め

学生５名、卒業生1名、現地の方３名(計9名)

12/25 オンライン 物産展の報告と今年の振り返り 学生２名、現地の方３名(計５名)

1/30 オンライン
来年度以降の活動のおおまかな流れについて、報
告書の内容、構成についての確認

学生３名、米山先生、現地の方１名 (計5名)

―オンラインミーティングの実施



活動報告2-2.

TERAKOYAプロジェクトへの参加

・概要
高校受験を控える中学3年生を対象に学校終了後の2時間程度を使い集団
授業と個別指導を組み合わせながら行う学習サポート。
・日程
6/24～7/16の月水木金
・場所
小野中学校会議室

このイベントに学習サポートやアドバイザーとしてメンバーが参加。

数学や英語を中心とした勉強面での指導のほか、受験期の過ごし方
や高校生活のアドバイスなどを通じて地元の学生と交流。

参加メンバー
経済学部1年 坂口諒
経済学部2年 福永侑眞

地元の中学生との交流を通して自身の体験談などから大学生として自分たちを見つ
めなおす機会となった。また、中学生という若い世代の子たちが小野町に対してどの
ような気持ちを持っていて、若い世代なりの小野町の課題も聞こえてきた。



活動報告2-3.
獨協大学環境週間“Earth Week Dokkyo 2021～Winter～”
地域振興応援物産展の開催

・概要
活動地域のPRを目的に大学内でのイベントにおいて物産
展を開催した。
小野町では地元の和菓子店のお菓子やくんせいたまご、小
野高校が製作にかかわったえごまクッキーなどを販売した。
・日程：12/7～12/10の4日間
・場所：獨協大学

・販売した商品
黒ニンニク、バトンクッキー(えごま・フロマージュ)、
ぬれ花豆、燻製たまご、サトパン、ぎゅうひ

物産展では実際に商品を販売したが、学生や地域住民の方々など本当にたくさんの人が来てく
ださり、商品を手に取っていただいた。都心部では福島県のものにもかなり興味を持ってもらえる
し、実際に食べてみてとてもおいしかった。PR次第ではより多くの人に興味をもってもらえることが
できる。



今後の関わり方3.
来年度の活動計画

・現地調査
現メンバーはまだ小野町へ現地調査として訪れたことがなく、現状として小
野町が実際はどのような状況なのかつかめていないという声もあることから
早い段階において現地調査を実施し、小野町の課題や現状を明確に把
握することが大切。

・TERAKOYAプロジェクトへ引き続き参加
現地の学生との交流は今後小野町を活性化していくうえで必要不可
欠であるし、つながりを少しでも増やすという面においてもとても貴重な
機会になる。

・「大地の泉」を活用した地域住民の交流の場をつくる提案
住民・行政・学生が一体となって地域内を活性化させるための交流場
所として「大地の泉」を本格的に活用するアイデアを考える意見交換会
を開催し小野町を盛り上げていく手段を話し合っていく。


